



The Points of Youth Policy in EU:






In this paper,I surveyed the youth policies of EU and examined the characteristic of
 
these policies including EVS which was a volunteer dispatch program by EU, from a
 
viewpoint of the non-formal education in particular,to consider the possibility of the route
 
to introduce a gap year into for Japan by the main subject.
I reaffirmed the youth policies in EU have a holistic approach,and EU is going to plan
 
the measures to the youth problem that more rolled up the field of every other policies by
 
the setting of a new youth strategy.
In addition,non-formal education is handled for important positioning covering up the
 
whole of the youth policy. I watched EVS as a support example to youth volunteer
 
activity. It has many common points with the gap year,on the other side,EU bore all the
 
activity expense and tuition-free participation could realize. This point is different from
 
the gap year.
In Japan,I pointed out that the youth policies have less holistic approach still,further
 
examination of the positioning of the non-formal education as problems.




















出版年 件数 出版年 件数
1989 47 1999 345
1990 69 2000 421
1991 67 2001 423
1992 77 2002 442
1993 72 2003 483
1994 65 2004 492
1995 98 2005 625
1996 180 2006 624
1997 205 2007 557
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Rogers, A. (2004)Non-formal  education : Flexible
 
schooling or participatory education?, Comparative
 






people’s participation in society through non-formal
 
education”
（英文報告書掲載ホームページhttp://www.mofa.go.
jp/region/europe/eu/seminar0511.pdf：2009年11月11
日アクセス）
注
１ 教育の類型として、「生徒が個別に参加する形態になじ
まない、高度に脱文脈化された教育」としての「フォー
マルな教育」、「脱文脈化された部分と文脈化された部分
とが混在する教育（フレキシブルな学校形態）」としての
「ノンフォーマル教育」、「高度に文脈化・個別化された
小規模な教育（参加型教育）」としての「インフォーマル
教育」とにわけられる（定義はRogers（2004）p.261によ
る）。それぞれの典型的な例を挙げると、フォーマルな教
育は学校教育、ノンフォーマル教育は企業内教育
（OJT）、インフォーマル教育は家庭での日常的なしつ
けなどである。なお、「フォーマルな教育」は「定型教育」
と訳されることが多いが、「ノンフォーマル」と「イン
フォーマル」は、接頭辞（non-や in-）の訳として当てる
漢字の部分での日本語訳が混乱を来しているケースがみ
られ、かつこの混乱を回避するためにカタカナ表記を使
用するケースも多いことから、本稿ではカタカナ表記と
した。
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２ 最終アクセス2009.11.４
３ なお、このような手法には一定の限界がある。まず、
サイニィが収録している論文は、実際に公表されている
論文をすべて網羅しているわけではなく、どうしても「実
数＞検索数」となる。特に、時代を遡るにつれて、収録
の網羅性が徐々に低下し、実数と結果との乖離が拡大し
ていくことは避けられない。また、厳密に「学術論文」
といえないものも収録されているが、キーワードが含ま
れる限り検索にはかかってくる。しかし本論では、学術
的ないし社会的関心の度合いの推移を簡易的にでも確か
めることを意図しているので、この限界が本論の記述の
妥当性に有意な水準で影響を与えることはないと考え
る。
４ 一般的には、若者と共に働くことを指す。
５ 平塚文献では「若者支援政策」と表現している。
６ 本節の記述は、欧州委員会の若者政策の概要ホーム
ページより。
７ ‘socio-educational instructor’の直訳であるが、これ
は法律上の用語であり、これはいわゆる ‘youth worker’
であって、実質的には若者と共に働く作業に当たる者で
ある。
８ 以下英国におけるギャップ・イヤー派遣支援団体の実
情に関しては、秦他（2009）pp.93-102の記載を元にして
いる。
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